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A 研究目的 

これまでの糖尿病の臨床研究等における腎症

の発症予防･進展抑制のエビデンスをもとに

日本糖尿病学会や日本糖尿病対策推進会議の

活動と連動する腎症重症化予防プログラムを

構築する。 

 

B 研究方法 

 過去の臨床試験について、文献検索による

腎症の発症･進展予防のエビデンスを収集す

る。また、現在、日本糖尿病学会や日本糖尿

病対策推進会議が展開している糖尿病対策事

業を調査して、それらと腎症重症化予防プロ

グラムとの連携方法を検討する。 

（倫理面への配慮） 

 J-DOIT3やJ-DREAMS研究においては倫理委

員会の審査を経て適切に行われている。本研

究はその結果の解釈のみを行う。 

 

C 研究結果 

 J-DOIT3 においては、腎症 1 期あるいは 2

期の患者に対して、現行のガイドライン治療

が腎症の発症・進展を強力抑制し、現在のガ

イドラインよりも厳格な血糖・血圧・脂質の

コントロールをすることによってさらに有意

に抑制されることが示された。また、J-DREAMS

の解析で、2 型糖尿病患者の腎機能障害の特

徴を明らかにしつつある。 

 

D 考察 

最近古典的経過を経ずに eGFR の低下を来す

いわゆる Daibetic Kidney Disease(DKD)も多

く認められるようになってきており、その病

態は明らかでなく治療法は確立していない。

今後 DKD の病態解明や治療法の開発が重要で

ある。 

 

E 結論 

J-DREAMS などの大規模データベースを用い

て、Daibetic Kidney Disease を含めた病態･

リスク因子の解明が重要である。また、既存

の標準治療の普及も不十分で有り、日本糖尿

病対策推進会議の活動なども活用した啓発活

動が重要であると考えられた。 

 

F 健康危険情報 

該当せず 
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